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我々の情報産業は若い産業であります。その若い産業を支えているのは会員会社の中で脂

の乗り切った若者(幹部候補生)です。

しかし、ともすると優秀な若者ほど外界との接触が絶たれ、特に同業者との交流が少ない

ものです。

京情協としては、会員各社が夫々の特徴を持ち寄って共業を興し、将来のある若者が競っ

て集う場を作っていきたいものだと、常々考えています。

戦争、病気、不況と暗い話題があふれる中ですが、将来のために知恵を出し合いましょう。

IT化が急速に進展する中、京都府では、地域間の情報通信格差を感じさせず、IT時代にふさわし

い情報通信環境を実現するため、府域をむすぶ新しい情報通信基盤「京都デジタル疏水ネットワー

ク（仮称）」の整備に取り組んでいます。

平成14年度には、府内全域に全国トップクラスの容量となる2.4Gbpsの幹線ネットワークを整備

するとともに、全国で初めて、全ての府立高校、養護学校等を100Mbpsの光ファイバで結び、ブロ

ードバンド時代に対応した学習環境を整備しました。今春からは教育系情報ネットワーク「新みら

いネット」として一部活用が始まっています。

平成15年度には、消防本部や病院などの防災関係機関を接続し、災害状況等を映像情報により迅

速に把握できる防災情報システムを整備します。また、各市町村と接続し、電子政府の基盤となる

総合行政ネットワーク(LGWAN)に対応するとともに、電子府庁の構築に向けて、府の地方機関を

むすぶ府庁WANを更新整備していきます。

これらの取組を通じ、情報化による府民サービスの一層の向上を図るとともに、今後とも地域や

民間事業者の皆さんをはじめ、市町村、国とも協力を進め、教育、行政分野だけでなく、大学・学

術研究、産業、医療等の府民生活にかかわる様々な分野の機関とむすび合うことで、ネットワーク

を活用した魅力ある京都府づくりを進めてまいります。

『京都デジタル疏水ネットワーク(仮称)の整備について』

会長 北村　　　

京都府企画環境部企画参事（IT推進担当）
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平成14年度　第2回通常総会（3月27日）

去る3月27日（木）、平成14年度の活動を締めくくる「第2回通常総

会」が平安会館で開催されました。北村会長の開会挨拶のあと、平成

15年度事業計画案ならびに予算案の審議が行われ、いずれも原案通り

承認されました。また、故柳田稔氏の後任として、協会の新監事に池田

達夫氏（ワールドビジネスセンター㈱）が選任されました。

（1）府民生活の向上に資する情報化促進事業

平成14年度に行われた身障者のパソコン・リテラ

シーに関する実態調査をもとに、障害者・福祉団体

と連携しながら、健常者と同等の各種リテラシー向

上施策を研究。

（2）府民に対する情報関連技術の啓発・普及事業

府民への先端情報通信技術動向の紹介を目的とし

て、春と秋にオープン・フォーラムを開催するとと

もに、「ケータイ国際フォーラム」など情報関連事

業への協賛。

（3）府内地域産業の情報化促進事業

京都府や京都市、京都府中小企業総合センター、

大学研究機関などと連携しながら、今後のIT産業集

積の推進とITを活用した京都産業の活性化に寄与。

（4）社会の発展に伴う諸課題に対する情報通信技術

の利活用に関する事業

特定分野の研究者、先進先端企業の実務者などを

講師に迎えてセミナーを開催し、今日的課題とその

対応について研修。

（5）行政、団体、その他関係機関との連携・交流事業

京都府ならびに京都市の情報関連施策に協力して

連携強化に努めるとともに、�京都産業21が主催す

る「インターネット利用研究会」などに積極参加。

（6）府内情報産業の強化振興事業

情報交歓広場（経営委員会）やSE研究会（経営

委員会）などを開催し、情報関連施策の浸透を図る

とともに、府内の情報産業の強化振興に寄与。

（7）全国情報関連諸団体との連携事業

全国地域情報産業団体連合会（ANIA）や情報サ

ービス産業協会（JISA）などと連携し、全国の地

域動向の情報収集と協会活動への反映を推進。

（8）その他の事業

協会や会員企業の活動を社会に広く告知していく

ため、ホームページの更新・充実ならびに協会誌

「インターキョウト」をリニューアルして年4回発行。

企業の規模が大きくなると、

経営トップが会社の隅々まで

十分に監督することが難しく

なり、どこで儲かっているの

か損をしているのか経営実態

がつかめなくなってしまいま

す。京セラでは創業以来、会

■平成15年度活動基本方針
社団法人として設立3年目を迎える平成15年度は、前年度に引き続いて、協会の知名度向上を図るとともに、

従来の研究調査事業からさらに一歩踏み込んだ企画事業の推進、ならびに地域産業界が抱える課題のとりまと

めに着手していきます。また、関係諸団体・機関との連携を強化しながら、会員が保有する各種ITに関するノ

ウハウや人材を地域産業の発展に向けて活用していきます。

平成15年度 第1回通常総会 記念講演会

足腰の強い企業体質を築く

京セラ“アメーバ経営”

藤井　敏輝氏
京セラコミュニケーションシステム㈱
常務取締役コンサルティング事業本部長

平成15年度　事業活動の概要
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平成14年度は、北村新会長体制のもと、①社団法人

設立認可の指導要綱に対応した第一次活動基盤整備、

②協会知名度の向上と連携事業の取り組みの2点を中

心に据えて活動を開始しました。会員である京都コン

ピュータ学院様のご支援によって、会議室を備えた事

務所を開設することができたほか、�京都産業21から

の「IT産業調査業務」の受託、京都府保健福祉部の

協力をいただいて「障害者のパソコンリテラシーに関

するアンケート調査」を実施するなど、おおむね順調

な成果を得ることができたと思います。その一方で、

委員会の参加メンバーが逐年減少傾向にあり、各委員

会活動の充実が求められています。会員各位の委員会

への参加と協力をお願い申し上げます。

平成15年度　第1回通常総会（5月28日）

平成15年度の第1回目の通常

総会が、5月28日（水）ぱるる

プラザにおいて開催されました。

開会に先立ち、来賓を代表して京

都府商工部産業活力支援室の山下

晃正室長、京都市産業観光局商工

部産業振興課の安井輝夫課長補佐

より挨拶。引き続いて、北村会長

社がまだ小さな頃から社内の経営管理体制の確立に

努めてきましたが、その一つが組織全体を3～4名単

位のグループに細分化し、時代や市場ニーズに合わ

せて臨機応変に変化させていく小集団部門別採算の

経営管理システム、つまり『アメーバ経営』です。

アメーバ経営の特徴は、時間当たりの生産高や売

上高を明確にして、1時間あるいは1分単位の採算を

管理することで会社への貢献度を図ろうというもの

です。その方法としては、まず各グループごとに月

次目標・予定を立案してもらって、自分たちの部門

をどのようにしていきたいのか社員一人一人に考え

てもらいます。月末には自分たちのグループの目標

到達度を部門責任者が代表で発表し、その問題事項

●事務局長選任（平成15年5月16日付）
新事務局長　須磨　光 氏（㈱京信システムサービス）

●事業推進委員会・委員変更

＜新任＞

副 委 員 長　須磨　光 氏（㈱京信システムサービス）

委　　　員　山口正純 氏（ワールドビジネスセンター㈱）

を全員で検討して次回の対策・目標に結びつけて

いきます。小さなユニットオペレーションのリー

ダーにそれぞれの部門の採算を考え運営してもら

うことで、全員参加型の経営を実現することがで

きました。

企業が成長発展するための経営基盤を築くには、

経営トップと社員が同じ経営理念、判断基準を共

有することが大切だと思います。肥大化した組織

の経営管理システムを見直し、しっかりとした計

数管理の仕組みや社内ルールを確立すること、ま

さにそれが足腰の強い企業体質（企業風土）を醸

成することにつながっていくのです。

の議事進行により、平成14年度事業報告・決算報告、

会計監査報告が行われ、いずれも滞りなく承認されま

した。

記念講演会では、京セラコミュニケーションシステ

ム㈱の藤井敏輝氏を講師に迎え「京セラ“アメーバ経

営”」をテーマに記念講演を開催。会員以外にも多数の

一般来場者があり、協会活動の知名度向上を図ること

ができました。また、その後の交流会では、なごやか

な雰囲気の中で会員同士の親睦交流が進んでいました。

山下 晃正 京都府商工部
産業活力支援室長　　

北村　　 社団法人
京都府情報産業協会会長

平成14年度活動概要（要旨）
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事業推進委員会は、協会全体の活性化を役割としていることから、各委員会を統

括する位置付けに置かれています。当委員会では、この役割を果たすため、役員並

びに各委員会役職者会員の委員で構成し、委員会相互間の事業企画並びに諸活動の

調整と協会全体の活性化活動を行っています。活動の指針として、協会の事業目的

を念頭に、社会情勢の変化と会員のニーズに対応することを心がけていますので、

会員皆様のご要望を事務局にお寄せいただきますようお待ちしています。

新年度事業に向けて決意も新たに

事業推進委員会　植田弘毅委員長

広報委員会の役割として、

京情協内部に対しての広報

と、外部に対してのそれと

があります。両方に対する

ツールである会報「インタ

ーキョウト」を今年度から

広報委員会　河合康博委員長

リニューアルします。会員企業への取材など

も積極的に行いますので、ぜひご協力下さい。

また、会員企業向けに、得意分野別業務

INDEXを計画しています。当協会にとっての

広報を効果的に遂行するため、７人の委員が

それぞれ役割分担し、取り組んでいます。

技術委員会は12名の委員

で運営を行っていまして、

事業取組みの2本柱としまし

ては、今年度も身障者に焦

点を当て、昨年度の「身障

者のパソコン・リテラシー

技術委員会　山本孝委員長

実態調査」をもとに、健常者と同等のリテラ

シー向上施策の研究、また中間管理職・中堅

社員を対象として、同業他社との情報交換に

よって課題解決やマネジメントの向上に役立

てるため、「ＳＥ研究会」の開催を行うことと

しています。そのため、各委員が計画遂行に

向けて積極的な取組みを行っています。

京都府情報産業協会の事
業目的に「府内地域産業の
情報化促進事業」が存在し
ます。我が地域情報化委員
会の今年度活動はこの目的
のために全力を注ぎ込む所
存です。政府の新ＩＴ基本

地域情報化委員会　古川峰生委員長

戦略も、その重点目標が「ＩＴの利用・活用
の推進」に移りました。府の「デジタル疏水
ネットワーク」、市の「京都ＯＮＥ構想」等の
ＩＴ基盤整備をいかに利用するのか？全国レ
ベルの大手ベンダーに委ねて他地域と同様な
情報化促進を実施したとしても地域のユニー
クさは期待できません。行政の担当部局とと
もに汗をかいて調査・研究を積み上げない限
り展望は開けないと考えています。

当委員会では、3つのテーマ
を設けて小委員会活動を行い、
協会の基盤強化と会員各社の
経営体質強化、府民に対する
情報関連の啓発・普及事業を
行っております。まず一つ目
は「行政、団体、その他関係

経営委員会　木村道也委員長

機関との連携・交流事業」として、業界景気短
観をテーマに京都府中小企業総合センターとの
懇談会の開催（年4回）。二つ目は「府内情報産
業の強化振興事業」として、情報交歓広場（年2
回）や経営研修会（年4回）などの開催。最後の
三つ目は「府民・中小企業に対する情報関連の
啓発・普及事業」として、府民や中小企業の情
報化推進に対する啓発講演会・セミナーを行い
（年2回）、情報活用普及事業に努めています。

新たに広報・経営・技術・地域情報化、それぞ
れ4委員会への参加をお待ちしています。事務局
までご連絡下さい。締切りは7月31日です。

会員企業の皆さまへ

委員長へのご質問、委員会活動へのご意見がございましたら、事務局 E-Mail：jimukyoku@kyojyokyo.or.jp までお寄せください。
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インターネットに関連す

る各種事業を幅広く手がけ

る㈱エクザム。『ウエステ

ィン都ホテル京都』や『チ

ョーヤ梅酒』、英語学習サ

イトの『英語の構文150

会員だより 会員企業、社員の皆さんのユニークな取り組みやトピックスを紹介するコーナー。
我こそはと思われる方は、自薦・他薦を問いませんので、ぜひ事務局までお申し出ください。

●㈱エクザム ●京都コンピュータ学院

顧客ニーズに対応したソリューションを提供

ISO9001の取得に向けて、奮闘しています！

様々な活動に取り組んでいます。その中でも、私は委員

会をまとめる事務局の一人として、全社員を引っ張って

いく立場にあります。ご存じのように、品質管理システ

ムを取得するためには、まず最初にISOが求める要求事

項を満たしていかなければなりません。当社では、各セ

クションの部長、グループマネージャークラスが集まっ

て分科会を開催し、品質管理標準や契約標準、開発作業

標準など、17もの標準規格を作成しました。これらは

当社では、今年1月に品質管理委

員会を発足させ、「ISO9001（品質

管理システム）」の取得に向けて、

当たり前のことのようですが、あらためて社内体制を

確認するきっかけとなりました。よく言われることで

すが、ISOは取得することが目的ではありません。無理

をしなければできないことを標準化するのではなく、社

員一人一人が少し頑張れば運用できるようなマネジメン

トシステムを考えたいと思います。今年7月に予定され

ている書類審査をクリアして、なんとか今年度中の取得

を目指したいですね。取得のあかつきには、私が好きな

モダンジャズを聴きながら、ささやかな祝杯をあげたい

ものです。

隠岐　正さん（京都電子計算㈱情報ネットワーク本部開発部グループマネージャー）

オンライン』など、デザインの見やすさ、美しさはもちろ

ん、操作性・機能性に配慮したホームページが好評です。

「SIPS（Strategic Internet Professional Service）」

と呼ばれるエクザムの業務はとても幅広く、「ホームペー

ジの制作だけでなく、ネットビジネスのコンサルティング

に始まり、それらを実現するためのシステム開発、レンタ

ルサーバ、データセンター、さらに検索エンジン対策など

のフォローアップまで、ネット事業に関するすべてを１社

でカバーしています」と木下社長。昨年のケータイ国際フ

ォーラムで高い評価を得た「ライブストリーミングサービ

ス」や「ウェブサイト診断サービス」など、顧客ニーズに

対応したシステム開発にも力を注いでいます。

「今後は、海外向けサイトの構築や中国（上海）でのシ

ステム開発なども積極的に取り組んでいきたい」と意欲を

語る木下社長。グローバル社会の到来を迎えた今、エクザ

ムの活躍の舞台は海外にも大きく広がっていきそうです。
京都市中京区西ノ京西中合町29
TEL 075-801-7000
Mail info@ekzm.co.jp URL http://www.ekzm.co.jp

1963年、京都大学理学

部（宇宙物理学教室）大学

院出身の若手学者グループ

の研究会を源に、日本最初

の民間におけるコンピュー

タ教育機関として創立され

創立40周年を迎え、コンピュータ産業界から高まる期待

た京都コンピュータ学院。以来、教育機関では日本最初と

いえるTSS Onlineデータ通信システム（タイム・シェア

リング・システム）の導入や、1983年当時に学生に対し

て1人1台のパソコン無償貸与を行うなど、先進的な取り

組みを進めてきました。これまでに同学院で学んだ卒業生

は、3万6000人以上（日本最多）、コンピュータ産業界

を中心に第一線で活躍しています。

同学院ではまた、米国の名門RIT・ロチェスター工科大

学（http://www.rit.edu/）の大学院編入を目指すコース

を設置しています。修士号取得に必要な単位のうち、約半

分を京都コンピュータ学院で取得し、残りの単位を取得す

るためにRITに留学をするというものです。このことから

も同学院で展開されている教育プログラムのレベルの高さ

がうかがえます。

今年で創立40周年の佳節を迎えたコンピュータ学院。

来るべきユビキタス社会の実現に向けて、ますますその取

り組みに注目が集まりそうです。
京都市左京区百万遍上ル
TEL 075-722-8686
Mail hello@kcg.ac.jp URL http://www.kcg.ac.jp
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インターキョウト�

平成15年度に入り当協会は社団法人として3年目
を迎え、ますます活発な活動が期待されています。
本誌を発行する我が委員会も、昨年までは企画広

新入会員の紹介

■正会員 （2003年3月入会）

株式会社エクザム
：代表取締役社長　木下　豊
：〒604-8441 京都市中京区西ノ京
西中合町29
TEL.075-801-7000 FAX.075-801-7045

代表者名
所 在 地

編 集
後 記
報委員会の名称で活動してきましたが、本年度から広報委
員会と改め、文字通り広報活動を中心に運営することとし
ました。インターキヨウトはその中核をなすものとして、
年4回発行に踏み切り、取材および投稿記事を多くし、一人
でも多くの皆様に協会の活動をよく知り、かつ参加しても
らえるよう内容を充実したいと考えておりますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。（広報委員）

�京都府情報産業協会 事務局　〒601-8407 京都市南区西九条寺ノ前町10－5（京都コンピュータ学院 京都駅前校内）
TEL&FAX：（075）693-6089 http://www.kyojyokyo.or.jp E-Mail：jimukyoku@kyojyokyo.or.jp

情情報報交交歓歓広広場場

①社員の喫煙率

・社員の約80％が喫煙 1社

・社員の約50％　〃　　 6社

・社員の約30％　〃　 8社

・社員の約20％　〃　 5社

・社員の約5％未満　〃 1社

②社内の分煙対策

・喫煙コーナーを設けている

吸煙機やエアカーテンを設置 6社

吸煙機やエアカーテンを未設置 3社

・喫煙室を設けている

吸煙機やエアカーテンを設置　 2社

吸煙機やエアカーテンを未設置 2社

・時間帯で分煙している　 1社

・場所と時間帯を併用している 3社

③社内で発生した喫煙問題

・非喫煙者からの苦情がある 5社

（いずれも喫煙率30％以上の企業）

④苦情に対する対処法

・朝礼などで社員に禁煙を喚起

・空気清浄機や吸煙機などを設置

・喫煙コーナーに喫煙できる時間帯を設定

■正会員 （2003年3月入会）

株式会社キャリアネットワーク京都
：代表取締役社長　洲崎　行男
：〒600-8431 京都市下京区綾小路通新町
東入ル善長寺町143 マスギビル5階
TEL.075-353-3883 FAX.075-353-3885

代表者名
所 在 地

今般開催されました理事会の同意を得

て、北村会長から事務局長に任命されま

した須磨でございます。職責を果たすべ

く、最初から自分なりのトップスピード

で邁進していきたいと考えています。し

経営委員会初めての企画として、アンケート形式で実施した平成14年度の第2回情報交歓広場「社内喫煙状

況調査」の結果がまとまりました。

会員企業57社（調査実施当時）のうち、メールによる回答があったのは22社（回答率38.6％）。各社とも分

煙対策を実施するなど、社内環境や非喫煙者に対する配慮がうかがえる一方、業界特有のストレス解消に喫煙が

役立つとの愛煙家の意見も根強く、社内喫煙に関するさまざまな問題が浮き彫りにされました。

●調査結果（抜粋）

須磨　光　㈱京信システムサービス 取締役

かしながら、右も左も分からないことばかりですので、ど

うぞ温かくお教えお導きいただくようお願い申し上げます。

私事ですが､今マラソンにはまっております。3月には、

「京都シティハーフマラソン」に挑戦し、初マラソンとして

は我ながら､納得のいく結果を出すことができて大満足でし

た。この11月には、「福知山マラソン」に無茶を承知で出場

しようと目下頑張っているところであります。目標に向か

って、毎日の地道な練習を重ね､その成果をコース上で､一

歩ずつ進めていく姿は、まさに私のビジネススタイルその

もののような感じがします。辛くともその一歩を前に出さ

ないとゴールにはたどりつきません、その一歩の重要性を

肌で感じられたことがうれしい感覚でした。この感覚を大

切にしながら､京情協の発展のために､事務局長の職責を着

実に果たしていきたいと考えております。信じて､努力すれ

ば､必ず成果はついてくることを確信して進みます。よろし

くお願い致します。

京情協事務局長就任挨拶

その他　13.6％�

20～50％�
86.4％�

社員の喫煙率

「社内喫煙状況アンケート調査」報告（経営委員会）

協会だより ■正会員 51社

■賛助会員 8社

事業推進委員の積極的な会員増強運動により
成果を得ることができました。
会員の皆様も入会紹介、勧誘にご協力下さい。

●退会会員（2003年3月付）
アデコキャリアスタッフ㈱
㈱日新システムズ


